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佐世保炭田北松浦強粘結炭地域の地史に関する若干の覚書

　筆者ほ現在，佐世保炭田北松浦強粘結炭区域について，

編図作業に従事しているものであるが，この作業およが

平戸図幅調査作業にしたがう間に想到したr佐世保炭田

松浦地区」の地史について若干の覚書をこエに記す。な

お本文を草するに至るの間，本所喜多河庸．二，沢村孝之

助，今井功，長浜春夫，ト井上絢夫，水野篤行，福田理∫

棚井敏雅ら諸技官から多くの教示を得たQ鵯

　本地域ならびにその周辺に露出するものは，第三系の

基盤である変成岩類・花醐岩類等の古期岩類・古第三系

とされる相知層群（唐津炭田にみられる）・杵島層群・佐

世保層群・これより新らしい第三系・安山岩類および玄

、武岩類がおもなものである。

　これらに関する地史について摘記すると次のようにな

る。

　1）　北西九州においては，おそらく第三系堆積開始以

前に始まり，その後断続はあつても，現在にまで及んで

いると思われる北西へ向かつて傾動する基盤（変成岩類

　・花醐岩類等からなる〉のブ質ヅク運動112）註1）のために，

第三系の堆積地域は全般的にいつて，逐次南東から北西

へ向かつて移動した。

　2）　そして基盤に近い所ば上昇量が大であり，堆積地

域の中心部では沈降量が大であるため，前者においては

地層間に不整合がみられる場合でも，後者にあつては整

一含白勺に厚い地層が堆積したこともあると思われる。さら、

　に1〉の項に記したような堆積地域の移動のために，，現

　在知られる第三系の全層厚が，必ずしも同一地、点に逐次・

堆積した地層のそれではなくて，同一地点における全堆

積層の層厚は，これよりも薄いということも考えられ

嘲る。

　β）　瀕海成層に始まり海成層となり，さらに淡水成層

　．となる相知層群3）4》の上に，海侵性の杵島層群が姶まる。

　この層群の大部分は海成であるが，その上部に近づく

　と，ある地域においては次第にその性絡を変えてぎて，，

佐世保層群の大部分の堆積レた環境とあまり異ならない

　環境がかなりみられるようになつてくる1（杵島層群生成

　期〉識）。

註1）　松下久道1）によれば，同敏授の直方階の堆積後に芋九州地域の北

　西部が沈下して，甫東部が上昇するような傾勲があつたのではない

　カ・としており，筆者の考えも，あるいはこれと同様の内容ではない

　む’と思われる・

説2）幅田技官が良浜佛木爾技官の採集靴標本（産地藻∬1奇縣北松浦

　郡佐々町黒石およδ雄賀縣西松浦郡桃ノ川周迦）について検鏡し知

　結果では，本暦群上部産有孔虫には砂質有孔虫がきわめて多くこれ

4）杵島層群の大部分の堆積期とは，なんら恥の理

由註3）によつて原材料は多く異なるが，堆積環境はこの層

群の土部め一部と，たいして変わらない条件のもとに佐

世保層群の堆積が始まつた。こり佐世保層群と杵島層群

との関係は，長尾は整合とし3），松下もほ黛これと同意

見のようである4）。竹原平一は最近これにっいて詳細に

論じ5），結論として両者は不整合関係にあり≧いう。ま

　　　　　　　　　メた三井鉱山株式会社の調査精果認）によれば，少なくと

も地域によつては佐世保層群は，顕著な不整合をもつて

杵島層群を覆うという。筆者の現在の考えでは，両層群

は北西九州においては多くの場合整合関係にあるけれど

も，2）に述べたような事情によつて不整合である場合

もみられるのではないカ・とする6）註5）。

　この佐世保層群の堆積環境は4期にわたつて変化し，

！1）杵島層群の終末期とも考えられる：淡水成層堆積期

（S1）註6）。（2）　海侵に始まり火山活動の盛であつた時

期（S2）。（3）再度の海侵に始まり，來炭層堆積地域の

胚胎する時期（S3）。を経て漸く安定した（4）來炭層堆

積地域完成期（s4）ができて，この第4の時期には，お・

そ
，
らく海面構咽一の樺にその底をもρ広大庵非

常に静穏な潟のような状況がみられた7）8）（第1～第3の

時期にも本松浦地区はほ黛第4期と同様の条件下にあつ

たと思われ，ごく塵かの地盤の上昇その他の原因によつ．

ても1容易に陸成層あるいは海成層を生じた）。

　第3～第4期も海侵に始まるが，この時期にあつては

この潟のような閉鎖状態に近い環境をかぎつていた・ミリ

ヤーは，気候的変化等によつて時に破壊され，この時海

水が一時侵入して局部的に海成層のエピソードを形成し

た（砂磐炭上位の海棲i貝化石の産出等）。この時期は松下

の相浦層の上部，上治の中里層・柚木層・世知原層・福

井層および野島層の最下部4）9）を堆積した期間であるα

　ら標本採集地域はその地暦堆濱当時，封銀的環境にあφ牝ことを示

　すものと思われるという。また長崎縣北松浦郡佐々地区に瀞いて

　は，杵島騨上陳ら約foOm下蔽昨細粒～蝉砂岩（廓約
　20m）があつて，これは肉眼的にも顯微鏡的匠も「佐世保雇群」歪

　般にみられる砂岩と区別しがたい。

・謡3）　当時の優蝕面にあつ巽材料供緯瀕たる岩石の差，あるセ・は蓮搬に

　関する條件の差力・とも思われるが，將来の調査によつて明らカ・にさ

　れたい。
説4ン三井鉱山株式会肚：未公表資料・堤正俊・井幅秀夫・織田政雄・坂

　本糸し調査，　1953
註5）　丈献6）によれば，あるところでは佐世保雇群が堆積する前に杵

　島雇群の1部が蝕去された可能性も考えられるとする。
註6）　喜多河技官は本期末までを漸新世，oこれより後を中新準と考えて

　¢る（未公表資料）。一
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　　　　　　Fig．1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N．W．

1）　TAKAI　Fuyuji：The　mamma1圭an　faunas　of
　the　Hirar良akian　and　Togarian　sta言es　i孕　the

，Japanese　Miocene，Jubilee　Pub1・Comm・Prof・

　H．Yabe60th　Birt五d．，・Vol．111939

　　　TAKAI　Fuyuji二・A　su血tnary　of・the　mam一．
　malian　faunaじof　eastem　Asia　anα．the　inter－

　relationships　of　continents　since　the　Mesozoic，

　Jap。JoUr．GeoL＆Geogr・，Vo1・22・195名

2）　HATAI　K：otora．砥：　On　some　spβcies　of

　f・ssi1PosJ吻fr・mJapan．Jap．J・ur．貧eoL＆
　Geogr．∫Vo1．15，1938曹

3）　Personal　correspondence．

4）　MuRATA’Shig60：　Foram圭nifera　frgm　th♀

　Paleoge旦e　in　Kyusht1，、Jour．Geol．Soc．Japan，

TableShbwingGe・1・gicHist・ry・fMatsuuをaDistrict＆it樋eighb・rh・・dSa§eb・C・a1Fiε1d・

Kyushu．

’Vol．60，No．706，1954

5）　MIKI　S五igeru＝　Taxodiaceae　of　Japan，・v》ith

　special　reference　to　its　remains，’IJour。Polyte？

　ch血ics，Osaka　City　Uni▽．，1，1950＆personaI

　correspon（ience．

6）　TANAI　Toshimasa＝　On’the　fossil　Hor我

fr・mtheSaseb・C・aLFieldandltsstrat・一
　graphic　sign董丘cance，speech　on　ann．　血eeting

　of　Ge61．Soc．Japan，1955

7）　SAITo　Rinji＝　On　the　geQlogical　boundary－

　between　Neogene　aロd　Palaeoge虹e　formatiolls

　in　northern　K：y廿sh貢，’KyUshロ・k6zangakUkai一㌧

　shi，Vo1．22，No．2，1954

8／FuKUDA　Wataru、＝personal　correspondenCe

5〉　この炭層の生成に適した環境（鎌～Sづ期）ほ厚ざ　　・約900mの爽炭層（約35の輸廻層からなる）註7）の準積

駐7）棚井技官にょれば，、S寝後期の化石植物群と，S3～S4初期の佐世、

　　保層群めそれとでは異なり，前者は後者よりも氣温の低い氣候を示　　’　註8）　しかし海成杵島暦群から叛に蓮凡る大屋雇（あるセ・はそれ以上の

　　し・中新世中期のもので・後者は温暖な氣候を示し・中新世初期の　　．　　　培雇）まで遊1つの輪廻を示すもの・とみると墜は・これをもエピソ

　　ものであろうという・　　　　・　　　　　　、　　一ド鐸鰻の1つとすることもで駄う・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、48一（730）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　一



佐世保炭田松浦地区の地史に関する若干の覚書（沢田秀穂）

をみるに董る期間続いたが，その後顕著な海の侵入があ

つて破壊された。この時の海の侵入はこれより以前

佐世爆層群堆積中にみられたエピソード的海侵とはやN

性格を異にし註8），その前に若干の時間的間隙があつて

（地層の堆積については），これより以前と以後とでは北

西九州における堆積環境はある程度変化してめる（加勢

層11）12）13）生成期初期）。この海侵にあたつてはC夕oJ卿一

吻照’ση61SHIZAK1その他の有孔虫を含む泥岩が広

く堆積したが，この時必ずしもこの区域が大きな沈降を

示したとは筆者は考えていない。

　6）　この海侵が比較的薄い海成層を残した後，堆積

環境は中浅海帯成から半淡・半餓水成の堆積物を生ずる

ようになり（加勢層生成期後期）．，次に著しく火山砕屑物

を含む累層（大屋層m12〕13）〉がくる。’この火山活動の盛ん

な時期と前記の海侵期～半淡半餓水成層生成期との間に

も若干の時間的間隙があると，思われるが，これは前の海

侵期直前のそれよりも規模の小さいものであつたのでは，

ないカ、と考えられる。

　この火山砕屑物の多い地層の堆積』した時間は，その岩

相と厚さとからすれば（現在までの資料によればその地

層内に顕著な不整含が存在しないと思われるとヒろから

し七）比較的短いものであつて，4の項に記した爽炭層

生成環境の完成される直前にみられた火山活動の盛ん准

時期（S2後期）とたいして規模の違引ものではなかった

のではあるまいか。

　なおこの地層からみいだされる貝化石の示す所では，

』この地層の少なくとも』卜部の上半は淡水成のものであ

る0

　7）　二の火山活動の盛んな時期にひき続いて，ふた玉

び単調で厚い（約1，500m）砂岩・泥岩互層（深月層11）12）13〉）

を生じた環境の時期がくる。これについては現在未だ資

料が少なく，どのような環境であつたか明らかでないが

本層から得られる貝化石等からすれば少なくともその一

部は淡水成1。）11）12）13）正4駐9）である。なお4の項に記Lた

　（2）と（3）～（4）の2つの時期の関係と，前記大屋層生

成期とこの時期との関係とが，や』似七いる．ように思わ

れる。また現在五島列島にみられる第三系の一部はある

　いはこの期の生成にかvるものかもしれない15）。

　8）’この深月層の上にはさらに約1，300m＋の厚さの

　池層がき，上部約40α坦の部分は菟とに固結度が低く，

　その生成時期の比較的新しいことを思わせるがダその層

　序・堆積環境等については未だ明らかでない（長浜の南

　田平層と平戸層11）12）13）および沢田その他の南田平層と田

註9）棚井1・）によ損蘇胴力・ら1螺紛ま砂拠・が・台島型璽f師

　植物群がみられ，少な（も本雇下部は中新世中期の薙であろとい

　つo

平層14》）。

　9）　これらの累層のおそらく上に安山岩類が流れ14），

さらにその主に亜炭を含む地層（長浜の含亜炭層16），沢

田その他の田助來亜炭凝灰質岩層・‘））がき、て，その痔代

ば三木茂によれば植物化石から1・（鮮新世最後期）とさ

れている17）註10）る

　10）この上1に砂礫層を挾んで玄武岩類が流都14㌧そみ

直前にはがなり大規模な削剥が行わ融て，準平原化作用

がみられる時期があつたものと、思われるのであつて，こ

の南武岩類の時代は洪積世まか嫡それ以後で昂ろうとさ

れる，6）14）註11）○

　以上簡単に，現在筆者の脳裏に描かれている佐世保炭

田松浦地区に関する地史等についての不ケッチを記L

た。これらについ七の具体的な報告は今後逐次行われる

予定である。 （調査二沢田秀穗）’
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